
 松⼭⼤学情報学部 
 養成する⼈材像及び3つのポリシー等について 

 養成する⼈材像 
 情報・デジタルの専⾨的知識・技術だけでなく、それを⼈と社会のために活⽤する際に必要な、論理 

 的思考⼒、課題発⾒・解決⼒、共感⼒、コミュニケーション能⼒といった他者と協働できる⼒等の汎⽤ 

 的技能及び現代社会に必要な教養を⾝に付け、情報システムやメディアデザインに関する技術から新し 

 い価値を創造し、デジタル技術の導⼊や運⽤を推進していく⼈材 

 卒業認定・学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー） 
 情報学部は教育⽬標に掲げる⼈材として、情報学部情報学科の教育課程において所定の単位数を修め 

 た者に、以下に掲げる知識・技能・能⼒を⾝に付けたと認定し、学⼠（情報学）の学位を授与します。 

 1)  情報学の専⾨的知識・技術及び現代社会に必要な教養 

 2)  情報学的アプローチに基づいて、論理的かつ創造的に思考する⼒ 

 3)  社会と情報学の関係について理解し、多様な⼈材で構成される社会において他者と協働できる⼒ 

 4)  情報学の知⾒を活⽤して、課題を発⾒し、解決できる⼒ 

 5)  情報技術から新しい価値を創造することに主体的に取り組むことができる⼒ 

 教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 
 情報学部では、ディプロマ・ポリシーを達成するため、以下に掲げる⽅針に基づき、カリキュラムを 

 編成・実施します。 

 1)  教育課程は、「リベラルアーツ科⽬群」「⼀般教育科⽬群」「専⾨科⽬群」「社会実践科⽬群」及 

 び「周辺科⽬群」によって編成し、「リベラルアーツ科⽬群」には「教養教育科⽬」「⾔語⽂化科 

 ⽬」「健康⽂化科⽬」、「専⾨科⽬群」には「演習科⽬」「共通専⾨科⽬」「情報システム専⾨科 

 ⽬」「メディアデザイン専⾨科⽬」、「社会実践科⽬群」には「プロジェクト科⽬」「キャリア形 

 成⽀援科⽬」を置く。「リベラルアーツ科⽬群」は、全学共通の科⽬によって、「⼀般教育科⽬ 

 群」「専⾨科⽬群」「社会実践科⽬群」は、情報学部の専⾨科⽬によって構成する。また、「周辺 

 科⽬群」は他学部の専⾨科⽬によって構成する。 



 2)  卒業に必要な単位数は、「情報システムコース」⼜は「メディアデザインコース」のコース別に定 

 める。コースは2年次に決定する。 

 3)  広く多様な分野の科⽬を配置することによって、現代社会に必要な教養を⾝に付け、情報学以外の 

 学問分野や視点を学修する機会を提供する。 

 4)  専⾨科⽬の学修を促進するために、情報学の⼟台となる基本的な知識を⾝に付ける科⽬を配置す 

 る。 

 5)  専⾨的知識・技術を段階的かつ体系的に⾝に付けることができ、知識・技術に基づいた実践的な⼒ 

 を修得できる科⽬を配置する。 

 6)  情報学的アプローチを学び、論理的思考⼒、他者と協働できる⼒、課題発⾒・解決⼒を⾝に付ける 

 ことができる科⽬を配置する。 

 7)  ⾃治体や企業等と連携した科⽬を配置し、専⾨的知識・技術を社会で活かすための汎⽤的技能を⾝ 

 に付ける実践的な学修の機会を提供する。 

 8)  修得した知識・技術及び技能に基づいて、新しい価値を創造することに主体的に取り組むことがで 

 きる⼒を⾝に付ける科⽬を配置する。 

 9)  授業形式は、講義、演習、実習及びそれぞれを組み合わせた形式とし、学修内容に応じてSBL型授 

 業、PBL型授業等を実施する。また、授業内容に応じて、グループワーク、ディスカッション、プ 

 レゼンテーション等を適切に組み合わせるなどして、学⽣主体のアクティブ・ラーニングを実施す 

 るほか、多様なメディアを効果的に活⽤する。 

 10)  成績評価は、筆記試験、実技試験、レポート、課題、成果物、プレゼンテーション、受講態度等に 

 より、厳格に⾏う。 

 11)  カリキュラムの教育的効果や学修到達⽬標の達成状況は、授業評価アンケート、各種の統計データ 

 等の分析や各種委員会等の意⾒に基づき、検証する。 

 ⼊学者受⼊れの⽅針（アドミッション・ポリシー） 
 情報学部の⼊学者受⼊れの⽅針は次のとおりである。 

 1)  ⼊学後の修学に必要な⾼等学校等で履修した範囲の基礎学⼒を有している。 

 2)  物事を論理的に考え、理解したことを他者に伝えるために必要な思考⼒・判断⼒・表現⼒を 

 有している。 

 3)  コミュニケーション能⼒や協調性を持ち、主体的に多様な⼈々と協働する態度を有してい 

 る。 

 4)  情報学に関⼼があり、修得した知識・技術を⼈と社会のために活かしたいという志向性を有 

 している。 



 教育⽬的 
 情報学部は、松⼭⼤学の校訓「三実」（真実・実⽤・忠実）の精神を踏まえ、情報学に関する 

 ⾼度な専⾨知識・技術、汎⽤的技能及び現代社会に必要な教養を⾝に付け、情報技術から新しい 

 価値を創造し、社会に供給していく⼈材を輩出し、持続可能で活⼒ある社会の実現に貢献するこ 

 とを教育⽬的とする。 

 教育⽬標 
 情報学部は、教育⽬的を達成するために、情報・デジタルの専⾨的知識・技術だけでなく、そ 

 れを⼈と社会のために活⽤する際に必要な、論理的思考⼒、課題発⾒・解決⼒、共感⼒、コミュ 

 ニケーション能⼒といった他者と協働できる⼒等の汎⽤的技能及び現代社会に必要な教養を⾝に 

 付け、情報システムやメディアデザインに関する技術から新しい価値を創造し、デジタル技術の 

 導⼊や運⽤を推進していく⼈材を養成することを教育⽬標とする。 


